
VUCA時代のチームビルディング研修

株式会社アイテック



本日のプログラム
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1. 目的と背景

2. 今この時代で飛躍するためには

3. チームビルディングの理解

4. 演習（オンラインでチームビルディングを体感、体得する）

5. まとめ



組織・チームで飛躍するには

部分最適 全体最適

• 知識・情報
• スキル
• センス

【自己成長】 【自己変革】

• 自己理解
• 意欲向上
• 行動変容

・自己の
ボトルネック
に気づく

【他者貢献】

・率先して
アクション
を起こす

組織機能の
強化

組織の
飛躍的な
飛躍

個の
レベル向上

【自責思考】
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最も強い者が生き残るのではなく、
最も賢い者が生き延びるのでもない。

唯一、生き残るのは変化できる者である。

チャールズ・ダーウィン



創造的飛躍のためのセンス
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・仕事の中で鍛え磨く
・職場全体で高めていく

・情報の取り込み方を見直す
・取り込む量を増やす
・自己の感覚を鍛える

※周囲にいくら有益な情報があっても
その存在に気づく(察知する）ことがで
きなければ「ない」のと同じ。
気づく力、見抜く力などのセンスを磨く
必要がある。

インテリジェンス

（既存の知性）

インプット

（外部から取り込む情報）

※ここでいうインテリジェンスとは、組織

内で有用に整理された情報や個人の

能力、知識、経験など。

各自の思考力、対人力、行動力など

の基盤となるもの。

◼ 創造的なアウトプット（成果）は個々のインテリジェンスに
新たな情報がインプットされることで生まれる



【参考】 知覚拡大の鍵となる知的訓練

安宅和人 「シン・ニホン」 (NewsPicksパブリッシング) より

学習内容

材料

能力

暗記した項目を増やす

机上の理論、文章

新しい概念を頭で理解
し、覚える力

皮膚感覚で理解でき、操作で
きる領域を増やす

ナマの体験・苦労

対象とのぶつかり合いを通じ
て、自分なりに肉化する力
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「グループ」から「チーム」に （チームビルディング）

・人が集まっただけでは「グループ」
・グループを「チーム」にするには、３つの要素が不可欠
「目標や枠組みの共有」を大前提として、そこにメンバーの「主体性」
とメンバー間の「相互作用」が加わることでチームは力を発揮する

チーム
主体性

（協働する意欲）

目標や枠組みの共有
（共通の目的意識）

相互作用
（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）
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タックマンモデルによるチームビルディング

形成期
（Forming)

規範期
（Norming)

変態期
（Transforming)

ＪUＭＰ

混乱期
（Storming)

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【チーム形成時から、チームとして大きな成果をあげられる状態になるまでの４段階】

※各段階をクリアしていくことでチームが機能しはじめ最高のパフォーマンスが発揮できるようになる

100点

70点

120点

第１ステージ 第2ステージ 第3ステージ 第4ステージ

（注；点数・曲線はイメージ）

チームが形成される 互いがぶつかり合う 共通の規範が形成される 大きな成果を出す
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チームの発達段階

（参考：タックマンモデル）8



それぞれのステージを乗り越えるポイント

■１ 「形成期」 ⇒２「混乱期」

■２ 「混乱期」 ⇒３「規範期」

■３ 「規範期」⇒４ 「変態期」

・人任せにしないで、自分で目標達成や問題解決に向けたアイデアを考える
・周囲に遠慮しないで積極的に自分の意見を言う（意見対立を恐れない）
・当事者意識をもって行動する

・チームのゴール達成のために自分に求められている役割を様々な視点で考える
・他者の意見を理解し尊重する
・互いの認識のズレを解消するようなコミュケーションをする
・チーム内のルールや仕組みを創り出す(合意の形成）

・自分たちに与えられた役割を高い基準で達成し、さらに広げていく
・相互に助け合えるような関係性を継続的に築いていく
・社内外のベストプラクティス（成功事例）に目を向けそれを超えていく
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チーム形成期に起こりがちなこと

①集団になった時に

自分の力が発揮できなくなる

②集団になった時に行動を起こせ

なくなる ( or  起こさなくなる）

✓ チームで力を合わせるときにおこる「社会的（無意識の）手抜き」を理解する

✓ お互いがメンバーのことを見たり気にかけたり応援したりする存在になる

✓ 自分の頑張りを適切に評価してくれるシステムを活用する

1人の時の力の量
100％とした場合

※チームの人数が増えて個のパフォーマンスが落ちる例

（引用：リンゲルマンの綱引きの実験結果より）
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「感情」を適切に扱う
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⚫ 「感情」は自分が何を大事にし必要としているのかを教えてくれるサイン。

自分の必要とするものが満たされていれば心地よい感情として現れ、

反対に満たされていなければ心地悪い感情として現れる。

⚫ 組織の目的達成にむけて、自分の意見を適切に表現することのみならず、

その意見の元になっている「大切にしている想い」を伝えることはメン

バー間の相互理解を深めるためにも大変重要。

⚫ 特に、チームの発展段階（特に形成期から規範期）においては自分が何を

必要としているのかを適切に表現し、また相手が何を必要としているのか

を理解することでチームの絆を深めることができる。

「感情」を適切に扱うことでチームメンバーの相互理解を深めましょう。



「感情」をKeyとしてチームの絆を深める
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欲求
自他に望むこと

自己

感情
（心のサイン）

他者の言動

①自己開示
②要望の表現（リクエスト）

③共感と尊重

絆・チームワーク

①正直さ・弱さの開示には、つながりを生むパワーがある

②モヤモヤ（不安、怒り、恐怖、恥、要望、希望……）の

正体（ニーズ）が明確になると、次に何をすればいいか

（自他へのリクエスト）がおのずと沸き上がってくる。

③共感と尊重に基づいた信頼できる関係の中で、人はもっと

も自主性と創造性を発揮できる



➢ 演習の振り返り

2．チーム対話

①振り返りの共有

②演習の気づきと学びの共有

1．個人作業
シートに加筆・修正することを通じて、内面で起っていたことを整理する
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